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１１月１９日未明 最終団交

情
勢
に
つ
い
て

９
月
１４
日
の
民
主
党
代
表
選

で
菅
首
相
が
再
選
さ
れ
、
１７
日

に
は
第
２
次
菅
内
閣
が
発
足
し

た
。
菅
首
相
は
、
代
表
選
挙
立
候

補
の
政
見
で
「
国
家
公
務
員
人

件
費
の
２
割
削
減
に
向
け
、
人

事
院
勧
告
を
超
え
た
削
減
を
目

指
す
」
と
の
考
え
方
を
示
し
た
。

例
年
、
８
月
上
旬
に
示
さ
れ

る
人
事
院
の
国
家
公
務
員
に
対

す
る
給
与
勧
告
の
取
扱
い
は
、

８
月
下
旬
に
は
取
り
扱
い
方
針

が
閣
議
決
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、

本
年
８
月
１０
日
に
示
さ
れ
た
人

事
院
勧
告
の
取
扱
い
を
巡
っ
て

は
、
数
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
政
府

方
針
の
決
定
が
ず
れ
込
む
と
い

う
異
例
の
事
態
と
な
っ
た
。

８
月
１０
日
に
示
さ
れ
た
人
事

院
勧
告
の
主
な
内
容
は
、
①

マ
イ
ナ
ス
較
差
（
７
５
７
円
、

０
・
１９
％
）
を
解
消
す
る
た
め

の
月
例
給
の
引
き
下
げ
改
定
、

②

期
末
・
勤
勉
手
当
の
０
・

２
月
分
の
引
き
下
げ
、
③

５５

歳
を
超
え
る
職
員
の
俸
給
及
び

俸
給
の
特
別
調
整
額
の
支
給
額

の
一
定
率
減
額
、
俸
給
表
の
引

き
下
げ
改
定
、
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
同
日
開
か
れ
た
給
与
関

係
閣
僚
会
議
で
は
、「
労
働
基
本

権
制
約
の
代
償
措
置

で
あ
る
人
事
院
勧
告

制
度

は

尊

重

す

べ

き
」
と
す
る
意
見
の

一
方
で
、「
現
下
の
厳

し
い

経

済

社

会

情

勢
、
財
政
状
況
を
踏

ま
え
れ
ば
、
公
務
員

給
与
に
つ
い
て
は
厳

し
い
姿
勢
で
臨
む
べ

き
」
と
勧
告
以
上
の

引
き
下
げ
（
深
掘
り
）

を
目
指
す
べ
き
と
す

る
意
見
も
出
さ
れ
、

こ
の
日
の
会
議
で
は

引
き
続
き
検
討
と
な

っ
た
。

公

務

員

連

絡

会

は
、
中
央
行
動
を
背

景
と
し
な
が
ら
総
務
省
交
渉
を

強
化
、
１１
月
１
日
の
第
２
回
給

与
関
係
閣
僚
会
議
、
そ
の
後
の

臨
時
閣
議
で
、
本
年
の
国
家
公

務
員
の
給
与
改
定
に
つ
い
て
は

人
事
院
勧
告
通
り
実
施
す
る
方

針
が
決
定
さ
れ
、
国
会
審
議
が

始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
１１
日
の

総
務
委
員
会
質
疑
の
中
で
も
「
公

務
員
総
人
件
費
２
割
削
減
」
の

議
論
に
終
始
し
、
一
部
野
党
か

ら
は
一
般
給
与
法
改
正
法
案
に

対
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
る

な
ど
、
国
の
動
き
も
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
る
。

経
過
に
つ
い
て

国
の
動
き
に
も
顕
著
な
よ
う

に
、
公
務
員
総
人
件
費
削
減
方

針
は
削
減
そ
の
も
の
が
目
的
化

し
た
主
張
が
さ
れ
て
い
る
。
特

別
区
に
お
い
て
も
、
各
区
の
新

年
度
予
算
編
成
に
お
け
る
財
源

不
足
の
顕
在
化
を
受
け
、
国
に

追
随
し
た
人
件
費
削
減
攻
撃
が

か
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
攻
撃

は
公
務
労
働
者
の
あ
り
方
に
対

す
る
攻
撃
で
あ
り
、
区
民
生
活

に
密
着
し
た
清
掃
事
業
の
あ
り

方
に
係
る
課
題
で
あ
る
。

特
別
区
人
事
委
員
会
が
１０
月

１２
日
に
示
し
た
「
職
員
の
給
与

に
関
す
る
報
告
及
び
勧
告
」
の

主
な
内
容
は
、
①

公
民
較
差

（
△
１
、
２
５
９
円
、
△
０
・

３０
％
）
を
解
消
す
る
た
め
給
料

表
の
引
き
下
げ
改
定
、
②

期

末
・
勤
勉
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）

の
引
き
下
げ
（
△
０
・
２
月
分

現
行
４
・
１５
月
分
↓
３
・
９５

月
分
）
③

地
域
手
当
の
支
給

割
合
の
見
直
し
と
し
て
、
現
行

１７
％
か
ら
１８
％
に
引
き
上
げ
、

引
き
上
げ
分
と
同
率
程
度
、
給

料
月
額
を
引
き
下
げ
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
昨
年
に
引
き

続
き
月
例
給
・
一
時
金
と
も
に

引
下
げ
る
と
い
う
も
の
で
、
勧

１０
月
１２
日
の
特
別
区
人
事
委
員
会
勧
告
を
受
け
、区
長
会
要
請
、区
長
会
会
長
要
請
、各
区
長
要
請
、

座
り
込
み
行
動
や
地
連
別
も
含
め
３
波
に
わ
た
る
決
起
集
会
等
の
大
衆
行
動
を
展
開
し
な
が
ら
、
１１

月
１９
日
ま
で
に
５
回
の
専
門
委
員
会
交
渉
、小
委
員
会
交
渉
、団
体
交
渉
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

今
次
確
定
闘
争
は
人
事
委
員
会
勧
告
の
①
月
例
給
の
０
・
３０
％
（
平
均
１
、
２
５
９
円
）
引
下
げ
、

一
時
金
の
４
・
１５
ヶ
月
か
ら
０
・
２
ヶ
月
分
引
下
げ
の
３
・
９５
ヶ
月
の
改
悪
②
地
域
手
当
を
現
行
の

１７
％
か
ら
本
則
１８
％
に
引
き
上
げ
と
併
せ
、
同
率
程
度
の
給
与
月
額
の
引
下
げ
と
い
う
極
め
て
不
当

な
内
容
で
し
た
。

ま
た
わ
が
組
合
が
要
求
し
た
技
能
長
等
人
事
任
用
制
度
の
諸
要
求
と
来
年
度
級
格
付
け
制
度
が
廃

止
に
な
る
中
、
新
た
な
制
度
の
要
求
や
昨
年
の
「
保
障
額
表
」
か
ら
「
業
務
職
給
料
表
」
へ
の
切
り

替
え
の
な
か
で
生
じ
た
問
題
点
の
解
消
等
の
給
与
制
度
改
善
が
争
点
で
し
た
。

結
果
的
に
月
例
給
、
一
時
金
は
勧
告
ど
お
り
の
２
年
連
続
の
引
下
げ
に
な
り
、
ま
さ
に
苦
渋
の
判

断
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
人
事
任
用
制
度
・
給
与
制
度
の
諸
要
求
に
対
し
て
も
わ
が
組
合
の
要
求
に

応
え
な
い
、
大
変
不
満
な
内
容
で
し
た
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
区
長
会
当
局
が
団
交
の
な
か
で
認

め
、
誠
実
に
協
議
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

来
年
度
以
降
「
公
務
員
制
度
改
革
」
等
の
新
た
な
要
因
が
加
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
な
か
、
闘
い

は
引
き
続
き
困
難
な
状
況
の
中
で
す
が
、
次
年
度
の
要
求
実
現
に
向
け
、
組
織
を
強
化
し
、
闘
い
を

進
め
よ
う
！

１０
賃
金
確
定

闘
争
特
集
号

（
２
め
ん
へ
） １１月１７日 区長会会長要請

２
０
１
０
賃
金
確
定

区
長
会
の
最
終
提
案
に
対
す
る
判
断
に
つ
い
て
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告
が
実
施
さ
れ
れ
ば
職
員
の
年

間
平
均
給
与
は
、
約
１０
万
８
千

円
（
△
１
・
６
％
）
の
減
額
と

い
う
厳
し
い
内
容
で
あ
っ
た
。

１０
月
１２
日
の
勧
告
後
の
区
長

会
に
対
す
る
要
請
、
団
体
交
渉
、

専
門
委
員
会
な
ど
で
勧
告
の
問

題
点
や
不
当
性
に
つ
い
て
指
摘

を
し
、
勧
告
の
扱
い
に
つ
い
て

は
、
誠
意
あ
る
労
使
協
議
で
対

応
す
る
よ
う
求
め
て
来
た
が
、

区
長
会
は
「
依
然
と
し
て
厳
し

い
民
間
給
与
の
状
況
が
、
職
員

給
与
に
反
映
さ
れ
た
結
果
と
し

て
重
く
受
け
止
め
て
お
り
、
勧

告
の
内
容
を
実
施
す
る
方
向
で

検
討
を
行
っ
て
い
る
」
と
し
、

業
務
職
給
料
表
に
つ
い
て
も
「
勧

告
給
料
表
の
改
定
内
容
に
準
じ

た
検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
」

と
い
う
回
答
を
繰
り
返
す
ば
か

り
で
あ
っ
た
。

昨
年
の
賃
金
確
定
闘
争
に
お

い
て
、
保
障
額
表
か
ら
業
務
職

給
料
表
へ
の
切
替
え
を
最
終
局

面
で
区
長
会
に
決
断
さ
せ
た
。

昇
給
・
昇
格
の
効
果
を
給
与
処

遇
に
直
接
反
映
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
６
割
程
度
が
昇

給
出
来
る
構
造
と
な
っ
た
一
方

で
、
依
然
と
し
て
号
給
調
整
が

続
き
昇
給
が
始
ま
ら
な
い
組
合

員
や
、
最
高
号
給
を
超
え
た
組

合
員
は
引
き
続
き
保
障
額
水
準

（
現
給
保
障
）
に
止
ま
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

０９
年
賃
金
確
定
交
渉
時
に
、

こ
れ
ら
の
課
題
に
つ
い
て
の
一

括
解
決
も
求
め
た
が
、「
昇
給
調

整
は
、
定
年
延
長
が
予
定
さ
れ

る
２
０
１
３
年
度
以
降
の
取
扱

い
に
つ
い
て
見
直
し
を
協
議
す

る
こ
と
と
し
、
そ
れ
ま
で
の
間

実
施
す
る
」
こ
と
を
窓
口
で
確

認
す
る
に
止
ま
り
、
業
務
職
給

料
表
へ
の
切
替
え
を
最
大
限
追

及
し
た
と
い
う
経
過
が
あ
っ
た
。

中
央
執
行
委
員
会
は
職
場
か

ら
の
問
題
意
識
を
基
に
、「
今

後
の
協
議
」
を
今
期
確
定
闘
争

の
交
渉
の
場
で
正
式
に
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
追
求
し
た
。

そ
の
他
の
重
要
課
題
と
し

て
、
現
業
系
人
事
・
給
与
制
度

の
改
善
要
求
が
あ
る
。
２
０
１
２

年
度
で
廃
止
が
確
認
さ
れ
て
い

る
「
特
別
昇
格
制
度
」
が
現
業

職
場
に
果
た
し
て
き
た
役
割
を

鑑
み
、
新
制
度
の
確
立
を
求
め

る
課
題
、
多
く
の
区
で
技
能
長

等
に
欠
員
が
生
じ
て
い
る
事
態

の
解
消
を
求
め
る
な
ど
、
現
業

系
人
事
・
給
与
制
度
の
抜
本
的

な
改
善
要
求
は
、
移
管
以
降
、

多
種
・
多
様
化
を
続
け
る
清
掃

事
業
の
実
態
と
、
人
事
制
度
の

果
た
す
役
割
の
乖
離
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
た

も
の
で
あ
る
。

１０
月
２０
日
の
団
体
交
渉
で
区

長
会
に
対
し
「
要
求
書
」
を
提

出
、
翌
２１
日
に
は
、
東
京
仕
事
セ

ン
タ
ー
で
第
一
波
総
決
起
集
会

を
開
催
、
多
く
の
組
合
員
の
結

集
で
開
催
さ
れ
た
第
一
波
総
決

起
集
会
は
、
本
格
的
な
論
戦
が

開
始
さ
れ
る
前
の
闘
争
開
始
宣

言
の
集
会
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。

第
二
波
総
決
起
集
会
に
あ
た

る
地
連
別
の
決
起
集
会
は
、
１１

月
９
日
の
第
三
地
連
を
皮
切
り

に
、
１１
月
１１
日
に
第
五
地
連
、

１１
月
１２
日
に
第
二
地
連
、
第
四

地
連
、
１１
月
１５
日
に
は
第
一
地

連
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。

決
起
集
会
と
同
時
に
実
施
し
た

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
員
区
長
へ
の

要
請
行
動
は
、
拡
大
闘
争
委
員

会
で
意
思
統
一
し
た
重
点
課
題

に
つ
い
て
、
職
場
か
ら
の
切
実

な
声
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
、
役

員
区
長
の
尽
力
を
訴
え
た
も
の

で
あ
る
。

１１
月
１６
日
の
区
政
会
館
に
お

け
る
区
長
会
総
会
で
の
要
請
と

座
り
込
み
行
動
、
１１
月
１７
日
に

は
区
長
会
会
長
へ
の
要
請
行
動

を
行
い
、
各
地
連
代
表
者
か
ら

職
場
の
実
態
を
含
め
た
訴
え
を

行
い
、
我
わ
れ
の
要
求
に
対
す

る
踏
み
込
ん
だ
対
応
を
求
め

た
。
同
日
、
江
戸
川
区
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
で
第
三
波
総
決
起

集
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
組
織

の
総
力
を
挙
げ
て
精
力
的
な
取

り
組
み
を
進
め
た
。
職
場
で
は
、

全
組
合
員
及
び
家
族
に
よ
る
署

名
や
ス
テ
ッ
カ
ー
闘
争
、
適
時

の
職
場
報
告
集
会
等
が
取
り
組

ま
れ
た
。
各
（
総
）
支
部
に
よ

る
各
区
長
へ
の
要
請
は
、
地
連

毎
の
ブ
ロ
ッ
ク
区
長
へ
の
要
請

と
同
じ
課
題
に
つ
い
て
取
り
組

み
を
実
施
し
た
。

昨
年
の
業
務
職
給
料
表
へ
の

切
替
え
を
区
長
会
に
決
断
さ
せ

た
の
は
、
本
部
交
渉
と
各
地
連

・（
総
）
支
部
に
よ
る
各
区
長
へ

の
要
請
行
動
が
軌
を
一
に
し
た

取
組
み
と
し
て
、
大
き
な
成
果

と
し
て
結
実
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
昨
年
の
取
組
み
成
果
を
教

訓
と
し
て
、
１０
月
２８
日
の
第
１

回
拡
大
闘
争
委
員
会
で
重
点
要

求
項
目
を
確
認
し
、
各
地
連
・
各

区
長
へ
の
要
請
項
目
と
し
た
。

確
認
し
た
重
点
要
請
項
目
は
、

①

区
政
の
第
一
線
で
奮
闘
す

る
職
員
の
希
望
に
応
え
る
給
与

改
定
を
行
う
こ
と
、
②

２
０

０
８
年
給
与
改
定
時
に
確
認
さ

れ
た
技
能
長
等
の
設
置
基
準
「
職

務
内
容
に
応
じ
て
任
命
権
者
が

認
め
る
場
合
に
設
置
す
る
」
の

運
用
の
充
実
を
図
る
こ
と
、
③

定
年
延
長
を
含
む
高
齢
期
の

雇
用
問
題
に
つ
い
て
は
、
特
別

区
に
お
け
る
現
行
制
度
の
活
用

状
況
や
清
掃
職
場
の
実
態
等
を

踏
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と
、
の
三

点
に
絞
っ
た
要
請
を
展
開
し
た
。

本
部
交
渉
で
は
、
①

業
務

職
給
料
表
へ
の
切
替
え
に
係
る

課
題
に
つ
い
て
、
正
式
な
交
渉

の
場
で
今
後
の
協
議
を
担
保
さ

せ
る
、
②

特
別
昇
格
制
度
の

廃
止
に
代
わ
る
制
度
の
確
立
を

含
め
た
人
事
・
給
与
制
度
の
改

善
を
求
め
る
。
具
体
的
な
要
求

と
し
て
、
�
）
技
能
長
補
佐
職

の
新
設
、
�
）
特
別
昇
格
資
格

基
準
の
緩
和
、
�
）
全
級
に
お

け
る
昇
格
率
の
改
善
、
�
）
０８

年
妥
結
（
設
置
基
準
の
改
善
）
の

再
確
認
、
な
ど
を
重
点
課
題
と

し
て
追
求
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

区
長
会
は
、
勧
告
で
示
さ
れ

た
一
時
金
の
勤
勉
手
当
か
ら
の

削
減
に
つ
い
て
、「
１２
月
支
給
分

の
引
下
げ
で
対
応
す
べ
き
」
と

し
、
１１
月
２
日
の
第
３
回
団
体

交
渉
で
は
、
各
特
別
区
の
条
例
改

正
の
日
程
を
理
由
に
一
方
的
に

交
渉
期
限
を
示
唆
す
る
発
言
が

さ
れ
た
。
わ
が
組
合
か
ら
は
、「
交

渉
期
限
あ
り
き
の
協
議
に
応
じ

る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

仮
に
交
渉
期
限
を
想
定
す
る
な

ら
ば
、
私
ど
も
の
切
実
な
要
求

に
誠
意
を
も
っ
て
応
え
る
以
外

に
解
決
の
道
は
無
い
こ
と
を
認

識
す
べ
き
」
こ
と
を
通
告
し
、
区

長
会
側
に
踏
み
込
ん
だ
対
応
を

決
断
す
る
よ
う
強
く
求
め
た
。

区
長
会
側
が
交
渉
期
限
を
１１

月
１８
日
と
し
た
こ
と
を
受
け
、

わ
が
組
合
は
１１
月
１９
日
の
始
業

時
か
ら
１
時
間
の
実
力
行
使
を

配
置
し
、
実
力
行
使
も
背
景
と

し
な
が
ら
区
長
会
側
に
解
決
に

向
け
た
具
体
的
な
方
策
を
示
す

よ
う
、
専
門
委
員
会
等
で
迫
っ

た
。
し
か
し
、
区
長
会
側
が
交

渉
期
限
と
し
た
１１
月
１８
日
の
専

門
委
員
会
、
そ
の
後
の
小
委
員

会
交
渉
で
も
具
体
的
な
解
決
策

が
示
さ
れ
ず
、「
こ
の
よ
う
な

内
容
で
は
団
体
交
渉
を
開
催
し

て
も
、
妥
結
な
ど
で
き
な
い
」

こ
と
を
通
告
し
、
ぎ
り
ぎ
り
の

判
断
を
求
め
た
。

区
長
会
の
最
終
提
案
の
内
容
と
評
価

（
１
）

１１
月
１９
日
に
開
催
さ

れ
た
第
４
回
団
体
交
渉
で
、
区

長
会
側
は
勧
告
の
扱
い
に
つ
い

て
、「
民
間
給
与
の
厳
し
い
状

況
が
職
員
給
与
に
精
確
に
反
映

さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
重
く
受

け
止
め
て
お
り
ま
す
」
と
し
、

業
務
職
給
料
表
の
改
定
に
つ
い

て
も
「
勧
告
給
料
表
に
準
じ
た

取
扱
い
に
す
る
べ
き
も
の
」
と

い
う
姿
勢
を
崩
せ
ず
、
勧
告
通

り
の
提
案
が
さ
れ
た
。

（
２
）

特
別
昇
格
制
度
の
廃

止
、
経
過
措
置
期
間
の
終
了
を

踏
ま
え
、
資
格
基
準
の
緩
和
や

昇
格
率
の
改
善
を
求
め
た
こ
と

に
対
し
、
最
終
段
階
で
の
昇
格

率
の
改
善
が
図
ら
れ
た
。

（
３
）

業
務
職
給
料
表
の
切

替
え
に
係
る
課
題
や
、
現
業
系

人
事
・
給
与
制
度
の
改
善
要
求

に
つ
い
て
、
２
０
１
３
年
度
か

ら
の
定
年
延
長
も
踏
ま
え
今
後

の
協
議
を
約
束
さ
せ
た
。

区
長
会
最
終
提
案
に
対
す
る
判
断
に
つ
い
て

以
上
の
よ
う
に
、
区
長
会
の

最
終
提
案
に
つ
い
て
は
多
く
の

項
目
で
組
合
要
求
に
応
え
た
も

の
で
は
な
く
、
不
満
が
残
る
も

の
で
あ
る
。

（
１
）
現
業
系
人
事
・
給
与
制

度
に
つ
い
て

し
か
し
、
今
期
確
定
闘
争
の

要
求
の
中
心
と
し
た
現
業
系
人

事
・
給
与
制
度
の
改
善
に
つ
い

て
、
１８
日
午
後
の
小
委
員
会
交

渉
で
も
「
技
能
系
・
業
務
系
人

事
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
職

の
設
置
基
準
の
改
正
な
ど
所
要

の
見
直
し
は
図
ら
れ
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
」
と

い
う
頑
な
な
姿
勢
か
ら
、
１９
日

時
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
４
回

団
体
交
渉
で
は
「
各
特
別
区
に

お
け
る
運
用
状
況
を
踏
ま
え
、

必
要
に
応
じ
て
適
切
な
検
討
を

行
っ
て
ま
い
り
た
い
」
と
し
、

ぎ
り
ぎ
り
の
段
階
で
今
後
の
踏

み
込
ん
だ
対
応
を
約
束
し
た
。

（
２
）
業
務
職
給
料
表
へ
の
切

替
え
に
係
わ
る
課
題
に
つ
い
て

ま
た
、
業
務
職
給
料
表
へ
の

切
替
え
に
係
わ
る
課
題
に
つ
い

て
は
、
１１
月
２
日
の
第
３
回
団

体
交
渉
で
「
定
年
延
長
も
踏
ま

え
、
今
後
協
議
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
、

今
後
の
協
議
を
約
束
し
た
。

（
１
）（
２
）
と

も

に
、
あ

く
ま
で
も
現
段
階
で
は
今
後
の

協
議
を
約
束
し
た
も
の
で
、
具

体
的
な
内
容
は
今
後
の
課
題
と

な
る
。
し
か
し
、
わ
が
組
合
か

ら
の
主
張
に
対
し
、
区
長
会
か

ら
踏
み
込
ん
だ
対
応
・
検
討
を

約
束
さ
せ
た
こ
と
は
、
評
価
で

き
る
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
設
置
基
準
の
運
用
の
充

実
に
つ
い
て

０８
年
賃
金
確
定
闘
争
で
確
認

し
た
設
置
基
準
の
運
用
の
充
実

に
つ
い
て
、
第
４
回
団
体
交
渉

で
、
技
能
長
等
の
設
置
基
準
に

つ
い
て
、
０８
年
の
改
正
内
容
の

「
職
務
内
容
に
応
じ
て
任
命
権

者
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
設

置
す
る
」
と
い
う
確
認
に
つ
い

て
、「
こ
れ
は
従
前
の
設
置
基

準
に
拘
る
こ
と
な
く
、
各
区
の

（
１
め
ん
よ
り
）
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任
命
権
者
の
判
断
に
よ
り
、
職

務
内
容
に
応
じ
て
技
能
長
を
設

置
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
も

の
と
理
解
す
る
が
、
そ
れ
で
よ

ろ
し
い
か
」
と
確
認
を
求
め
た

こ
と
に
対
し
、
区
長
会
か
ら
「
そ

う
い
う
ご
理
解
で
結
構
で
す
」

と
い
う
回
答
を
引
き
出
し
た
。

設
置
基
準
の
運
用
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
各
区
の
判
断
が
尊
重

さ
れ
る
こ
と
の
再
確
認
を
し

た
。
今
後
、
組
織
内
で
の
更
な

る
議
論
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
前

提
と
な
る
が
、
特
別
昇
格
制
度

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
技
能
主
任
や
技
能
長
等
の

定
数
拡
大
に
向
け
て
、
本
部
と

支
部
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組

み
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

（
４
）
特
別
区
人
事
委
員
会
勧

告
の
取
扱
い
に
つ
い
て

給
料
表
改
定
は
、
勧
告
ど
お

り
の
取
扱
い
と
な
っ
た
。
不
満

の
残
る
も
の
で
あ
る
が
、
国
に

お
け
る
勧
告
以
上
の
引
き
下
げ

（
深
掘
り
）
が
議
論
さ
れ
、
公

務
員
を
取
り
巻
く
現
下
の
情
勢

を
踏
ま
え
れ
ば
、
や
む
を
得
な

い
も
の
と
判
断
す
る
。

組
合
要
求
に
応
え
な
い
多
く

の
項
目
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
極

め
て
不
満
な
も
の
で
は
あ
る
が
、

わ
が
組
合
に
と
っ
て
最
大
の
課

題
で
あ
る
現
業
系
人
事
・
給
与

制
度
や
、
業
務
職
給
料
表
切
替

え
に
係
る
課
題
に
つ
い
て
、
今

後
の
協
議
を
約
束
さ
せ
た
こ
と

は
、
大
き
な
前
進
で
あ
る
。

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に

つ
い
て
は
、
次
期
通
常
国
会
に

自
律
的
労
使
関
係
制
度
を
措
置

す
る
た
め
の
法
案
（
国
家
公
務

員
法
改
正
案
）
が
提
出
さ
れ
、

交
渉
を
通
じ
た
給
与
改
定
の
実

現
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の

実
現
ま
で
の
間
に
お
い
て
も
、

人
件
費
を
削
減
す
る
た
め
の
措

置
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
、
必
要

な
法
案
が
次
期
通
常
国
会
に
提

出
さ
れ
る
見
込
み
で
、
労
使
間

で
の
合
意
に
よ
る
削
減
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
の

動
き
は
、
当
然
に
も
各
地
方
公

共
団
体
の
給
与
改
定
交
渉
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

文
字
ど
お
り
、
労
働
組
合
と
し

て
の
機
能
強
化
、
組
織
の
力
量

が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

公
務
員
、
と
り
わ
け
現
業
系

職
員
を
取
り
巻
く
情
勢
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
が
、
公
務
員
法

第
５７
条
で
「
単
純
労
務
」
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
現
業
職
員
の

法
的
な
位
置
付
け
に
つ
い
て
も

見
直
し
の
議
論
が
始
ま
っ
て
い

る
。
区
政
の
第
一
線
で
働
く
清

掃
労
働
者
と
し
て
、
公
務
・
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
守
る
気
概
で
労

働
条
件
の
改
善
や
職
場
闘
争
の

前
進
に
向
け
て
、
全
組
合
員
が

東
京
清
掃
労
働
組
合
に
結
集
を

図
り
、
力
強
く
こ
れ
か
ら
の
闘

い
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

各
地
連
ご
と
の
役
員
区
長
へ

の
要
請
や
各
区
長
へ
の
要
請
、

総
決
起
集
会
へ
の
多
く
の
組
合

員
の
結
集
、
署
名
行
動
や
ス
テ

ッ
カ
ー
闘
争
な
ど
、
職
場
か
ら

の
闘
い
を
積
み
上
げ
た
全
組
合

員
に
対
し
、
中
央
執
行
委
員
会

と
し
て
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る

も
の
で
あ
る
。

闘
い
は
継
続
す
る
。
中
央
執

行
委
員
会
と
し
て
も
今
後
の
闘

い
に
総
力
を
挙
げ
る
こ
と
を
お

約
束
し
て
、
今
期
確
定
闘
争
の

区
切
り
と
す
る
。

１１月１７日 第三波決起集会（団結ガンバロウ）

１１月１９日未明 最終団交

第9 3 8号せ い そ う 労 働 者（３）2 0 1 0年1 1月3 0日



１１月１７日 第三波決起集会（シュプレヒコール）

１１月１７日 第三波決起集会

１１月１６日 区政会館座り込み

第9 3 8号（４）せ い そ う 労 働 者せ い そ う 労 働 者2 0 1 0年1 1月3 0日



業務職俸給表

第9 3 8号せ い そ う 労 働 者（５）2 0 1 0年1 1月3 0日


